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３－２ 一般家庭・教育分野におけるＧＩＳアプリケーション開発事業 

 
（１）事業概要 

国土交通省国土計画局では、今後ＧＩＳの一層の普及が期待される一般家庭分野、教育分野

におけるＧＩＳの普及と利活用推進を目的として、公募方式により、夢があって、親しみやす

いアプリケーションの開発を行う「一般家庭・教育分野におけるＧＩＳアプリケーション開発

事業」を平成 14 年度事業として実施した。本公募事業により開発されたアプリケーションは、

国土交通省のホームページにおいて、平成１５年３月より無償で一般提供されている。 

 

「一般家庭・教育分野におけるＧＩＳアプリケーション開発事業」概要

GISの利活用を推進するアプリ
ケーション開発企画案の公募
（対象分野）
○一般家庭分野での利活用
○教育分野での利活用

アプリケーション開発企画案の概要
をホームページ上に公開

アプリケーション開発企画の決定

開発企画案の応募

「審査委員会」による
応募アプリ開発企画の審査

採択アプリケーションの概要を
ホームページ上に公開

応募企画に対する
ご意見の募集

応募頂いたご意見
を委員会での審査
の参考

○開発されたGISアプリケーション群
○操作マニュアル・手引書

国土交通省ホームページ国土交通省ホームページ

GISアプリケーション
操作マニュアル

無償で公開
フリーダウンロード

教育分野・一般家庭分野に
おけるGISの利活用の促進

○初等中等教育段階で
の利活用
○家庭・社会教育での
利活用　　　　　　　など

○地域情報入手、個人か
らの情報発信での利活用
○日常生活での利活用
など

提案企業・団体等による
アプケーションの開発

《国土交通省と請負契約を締結》

○GISの利活用を推進するアプリ
ケーションの開発
○操作マニュアル・手引書の作成

GISの利活用を推進するアプリ
ケーション開発企画案の募集

提案内容に基づく開発の実施 成果の普及・利活用推進

成果物
納品

 

図 3-3-11 事業概要 

 
（２）公募とアプリケーションの開発 
 １） 応募状況 
平成１４年９月１８日から同１０月１８日の期間で公募を行った。その結果、一般家庭分野

に２１件、教育分野に４４件の合計６５件の企画提案が寄せられた。 

 
 ２） 審査結果 
学識経験者等からなる審査委員会を事務局に設置して検討を行った。同時に、国土交通省ホー

ムページにおいて企画概要を公開し、広く国民より意見を募集し、34の有効な意見を聴取した。 

その結果、以下の１０システム（一般家庭分野７、教育分野３）を採択し、開発した。 
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表 3-3-6 開発アプリケーション一覧 

アプリケーション名 提案・製作者 
（代表） 

アプリケーションの概要 

「ケータイ日記」 
地図連動型電子日
記システム 

株式会社 
ジャスミン
ソフト 

 誰でも手軽に利用できるＧＰＳカメラ付携帯電話を利用して、外出先から写
真・場所情報・コメントをメールで送信し、地図上に「日記」として整理する
ことができる。外出先で感じたことなどをその場で「撮影・メモ」として記録
ができるので、継続が難しい「日記」の作成が楽しく・簡単なものになる。 

「ウォーキング・
ジョギングの友」 

朝日航洋 
株式会社 

 地図上でウォーキング・ジョギングのコースを計画し、毎日の歩行／走行デー
タを簡単に記録できる。また、体重とコース距離からカロリーを計算したり、
血圧等の健康データと並べてグラフ化し、運動と健康の関係をビジュアルに把
握できる。その他、Ｅメールによる情報交換機能他便利な機能がある。 

自 分 の 足 跡 記 録
マップ（自分旅行史） 

東亜コンサ
ルタント 
株式会社 

 参加したツアー情報、旅行の旅程表をもとに場所、移動手段、日記、思い出
の写真などの情報を記録でき、過去に行った場所・旅行行程を地図上に表示で
きる。また、記録した内容から地図上に訪問回数ランキングを色分け表示する
など多彩な機能が盛り込まれている。 

「模型名人」 
山岳立体模型用型
紙作成アプリケー
ション 

NECソフト 
株式会社   

 標高データから指定した山などの「立体模型の型紙」を簡単に作り出すこと
ができる。作成時間、難易度が異なる３種類の立体模型の型紙パターンを用意
している。また、標高地図から３次元の「立体イメージ」を表示することもで
き、地図を使った「地形の理解」を促進するツールとしても活用できる。 

「地図ぽん」 
道路情報による地域
コミュニケーショ
ン・システム 

社団法人 
日本リサー
チ総合研究
所   

 ＧＰＳカメラ付携帯電話を使い、外出先で日ごろ気になる道路情報などを集
めて、地図上に整理するソフトウェア。道路情報のみならず、身近な生活の中
で気付いた様々な情報を集めて地図上に整理することもできる。携帯電話のメー
ル機能で情報を集め、地域グループなどの情報収集・整理ツールとしても活用
できる。 

「母と子のためのお
野菜どこどこマッ
プ」 

株式会社 
パスコ 

 毎日食べる「食材」をテーマに「生産地別」「季節別」に地図上に記録するこ
とができる。食材価格の変化をグラフ表示するなどの機能も豊富で、地図を使
いながら「食材」と「地域」、「季節」の関係などを日常生活の中で親子で学ぶ
ことができる。 

「デジタルアルバム
（整理箱） 」 

沖電気工業
株式会社 

 デジタルカメラ・ビデオカメラで撮影した、静止画・動画を撮影した場所毎
に「コメント」とともに地図上に整理することができる。特定地域の画像を抽
出したり、時系列にそって画像を閲覧したり、デジタルならではの様々な「ア
ルバム」機能を実装。 

「邪馬台国への道」
邪馬台国は、いった
いどこにあったんだ
ろう？ 

株式会社 
エヌ・シー・
エム 

 未だ場所が判明しない「邪馬台国」をテーマに、国内様々な学説例を紹介す
る機能で、学説を学びながら、地図上でその学説を確認することができる。ま
た、ＧＩＳを使って「Ｍｙ学説」を作り上げながら、自分の推論の検証ができ
る。 

「ＧＩＳアドベン
チャー」 

ESRI ジャパ
ン 
株式会社 

 ソフトウェアを使いながら、小中学生が自主的に、また、一斉授業において
も利用できる、地図や統計データを題材とした１０の問題を用意。さらに、簡
単な問題を解きながら、ソフトウェアの使い方を学習できる機能も準備。ソフ
トウェアも小中学生向けに簡単で分かりやすい構成。 

「ボクがワタシが調
べてつくる身近な町
の地図」 

株式会社  
リョーイン 

 総合的な学習の時間などで「環境・生物」といった地域情報を集め、簡単に
「身近な町の地図」の作成ができるソフトウェア。「気付いたこと」等を記録し
ながら、画像・動画・音声情報も一緒に記録ができる。小学生でも無理なく利
用できるように、簡単な言葉を使用したソフトウェア。 
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（３）公募事業の成果 

今回の公募型の一般家庭、教育分野を対象としたアプリケーション開発事業を通じて、ＧＩ

Ｓの普及促進に向けて以下の成果と示唆が得られた。 

・実証実験モデル地区等において、無料又は安価に提供されている空間データの種類とその入

手方法が把握できた。 

・政府等が無料または安価に提供しているデータにより、多種多様な機能を実現するアプリケー

ションの開発できた。国土空間基盤等の提供が、ＧＩＳの普及を促進することが実証された。 

・今回、著作権は国に帰属せず開発企業に残されたままである。成果を活用し、新たな利用シー

ン、利用ニーズを踏まえたＧＩＳの開発に民間が継続的に取り組むことが期待できる。 


